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:まじめに

本書は,蓄者釣これまでの研究の集大成とも

をヽえる大手卜である。あとズボ溝」こよれ|=壼渡鰯の

生涯‡こわたる研究は 3分野から構成されてい

る。 1部は 「階級・階驀轟1, 2部 |ま F家族

論 1, 3部 は 「貧爾論」で梅る。 1部に関して

は、戦 会議贈鐵と現代家族』 (御案の本書房〕,

『日鋼室蘭争議30年後の議言爵 (御茶の本書房)

としてすで |こ藤版されている午2揺 :こ関しては,

『貧困と家族崩壊』 (ミ ネル :ジ ァ書房),『男女共

生社会のヮークシェプリング』1(サ イエンス

社),『 ジェンダー』 (東京大学機版会)と して

すで:こ轟版されている。これら2つの分野の研

賛をあらためて資轟という切り口で再編成した

ものが,本警『「賞困」の社会学』である。こ

うして 3部作が議ったことで,研究生活は「完

全燃焼したと思う_tと鎌圏は述べている。

本機の構成

まず,本書勢構成をみてみよう。本書は6つ

の章で構成されてヽヽる。第 1章は,「社会議階

級 ,障層爾係と「賞轟鋳霞i,で ある。まず ,

貧態を:研究する際の「方法 1を述べ,出発点と

して裁後日本資本主義母警機段繕の規定を行

は 労働者議購覇の鷺懇過程の枠組を立て。そ

れに蘭係する従来の議研究を続理する。つぎに

藤本の階級構成 :二おける貧圏階藩の難鰤 階層

輸地位と家族の関係を整理する。第 2章は ,

「生活構造論と社会階覇論1である。まず,饉

曲京,中鋳正美の生活構造識,氏原亜治郎.江

鰤英一の社会階層論を中心に検討する。その後,

都市研究,構造機能議,主体性論,階級理論な

ど社会学 :こお :する生活構造論を対比する。そし

て、貧朦研究 |こおける社会階層の概念を検討す

島.第 3章は,「貧困と家族崩壊1であも。こ

れ !ま 1964年か考)99年までの長期にわたる階購

爾lfO家按命実態鋼壼から,都市底適層調査をま

とめたものである。本章には多くのヘージ数が

割かれ,鎌錮路膨大な研究成果が講まつてもヽる。

ここでをま社会層検出鍮た路の指標として,Φ生

活諸次元の差翼 (家族砂所得構造と家族の内部

構造と外社会へのかまえなど),0社会覇影成

饉彗α)重異 (世代間 '世代内移動),e家族の

生活史の 3べ度が使用されている。

以上の第 1章から3章までは、高度経済成長

前半難命曇本資本主義分析 |こ主眼が置かれ
い
猥 L

る。第 4董以後 ;ま,後半期から20()0年代の現

実を麟まえた研究となっている。まず第 4章は,

「「世書単位主義:か らの離睦」で,世機単位主

義を諄本社会浩:持つ特殊性と位置づけ,二重構

造と織びつし,た企業規模別,雇用形態別,鶴女

写11賃金格差と結合したものととらえる。そ録一

方で,夫種帯主の手から夫と妻 2人の手へ,さ

らには響鍵位命家計さえ現れてヽヽる実態を示

し,鱗ムに自立可能な賃金が支総されてもヽ発か .

個人単位であっても生活可能な社会保障癬度が
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確立されていることが、世帯単位主義 |こ潜む貧

国から抜 :す懇す道だとする。第 5章は, i労働

力の価値分割と生活単位の個人化」であ壕9

1960年代から現代にかけてめ生活構造の変容

を,労働ブ]の鶴植分割と生活単位の籍入化,と

総握する。 1960年代の不安定雇用者が,要や

同層の成人子,老父母が総出で働いて家諸:を維

持する「賃金持寄り壁1をこ特徴があつたの :こ比

して、 19傘 0年代以後は,家族共購体の崩壊と

′11活単位の個人化現象 :こ特徴がある。こうして ,

藝本の含み資産であつた家族鋼質と企業福社が

喪失した後i個人命全彗危機を支える共同体と

はいかなるものになるのか。議魏は,「包括的

社会保障国家」ないし「i′klこなつても生活で

きる社会:1~警遍鋳福祉社会」 :こ活路を求める。

それゆえ鎌圏は,自 身分研究の流れが社会学の

豊活研究から社会福祉へと進んだことには必然

登がぁったとするのである。

第 6章 :ま ,「個人単位の生活と警遍的福祉社

会」である。饉本型轟社社会織限界を超えて臓

本が目指すべき社会モデルを鎌轟はスウェーデ

}:二みる。生産の面では資本主義,分露離まま社会

主義的政策でとも:ヽ
・う混含経済をとるスウエーデ

ンは,資本主義であ時ながら競争原理を一歩越

えた逮帯と共轟の原理 :こ立つ社会であ
:9,社会

主義儀壌後 !ま,社会主義 :こ食わる社会モデルと

位置付けるのである。

生産と生活の結節点としての家族

3部から構成された鎌 :王]の 50年に及ぶ研究

の流れは,経済学の「窮乏化研究」,社会政策

学の「生活構造研究」,社会学の 「家族緩究 1

とい 'う 3つの方法命結合をこある。その研究 :ま ,

戦後の農地改等:こよって聴主
。小作擁係を払拭

した段階で,どのような世帯が戦後日本資本主

義を支えているのかを明らかをこしたしヽと奪ヽう爾

踵意識からスター トしたものであつた。このよ

書評と紹介

うな着眼と方法 :こ影響を与えたのは,山闘盛太

自5の『日本資本主義分析』であっiiL。 無iIIは ,

地主と産業資本家という2つの階級関係を下か

ら支える小作貧農世書鈴「賃金持寄型家族』:こ

警彗軌 これが戦前の藤本資本主義を支えた典

型的な鷲帯であ為とした。この認識に無発され

た鎌田:ま ,Ii嬌群が着目した小作賞農世帯 |こ代が

って戦後の新たな原始的蓄積期を推う世帯と|ま

いかなるものかを明らか !:1し ようとしたのであ

る。

地主小作関係が払拭された戦後社会 :こおし`て

も約半数を占める農民が,独嘉的大企業と中小

零細企業と、11う 二重構造の底辺を支えてきた。

そのことが,かなり長しヽ鐵間 :■わたつて 1日 い騒

業を鼈存させ、薫業農家世帯と麟稼ぎ農民を存

統|さ せてきた。しかし,鎌灘が、1960年代に

鉄鋼産業都市である室簡市をフィール 翔■.大

企業とその F遣をす中小鷲羅企業とその関連の「

層労働者を選定して実施された調査研究によれ

ば,高度成長期 :こ入ると都市には独占金業労鍵

者 〔社会層 1),中 小企業労構音 (社会層 2),

ぉょび臨軒 暴曜労働者 (社会層 3)の 3層構

造が醸立していた。その中で)資本主義の書穣

構進を組ったのは,社会層 2と :3:こ 見られる

「都奮労鸞者擬織賃金持寄型家族」であつた壺

鎌難命研究 !よ,労働者諸階層の実態を難握す

る:こ際して,生産と狭義σ)生活を一つの「生活

饉程」と捉え,両者の結節点 :こ :家族」を置い

た点:轍創性があった。具体的には,家族の驚

得構成 :こ焦点を当てて,社会層霧11家族を折議し,

それが慧1本資本主義を支える土台となって年ヽ各

ことを明らかにしたのである。なお、鎌:躍まま社_

会層という用議を社会彎層と:ま裁露
;:し て濯いて

いる=さ ら|■,社会層男:嫁族を特定する:こあた

って着露した命は,家族の生活 l瑚期に違いがあ

るという点であつた。律動的生活縄期,完結種

生活岡聾,断絶壁生活輝聾、鍍行型生活同期峰
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4タイプが,社会層を譲男電するの :こ有効な差異

であることを明らか‡こしたのである。

賞困研究として鎌熙の研究の注露すべき燿見

は,臨時雇=失対労働者,失業者,内職者,生

活保護受給者などから成る社会層 3は,所得構

成でいうと賃金持寄警家族を形成できず,生活

岡期でをヽうと,断続型また!ま鍍行型同期を機く

ことであった。この社会層はすべての社会層鍛

なかで家族規模がもっとも〆1ヽさく,貧難がもっ

とも畿議であり,家族崩壊が起こっているので

ある。

二重機量鋳なかの賃金詩書り甕家簸

日本の福祉は,強圏な 稼 族制度」と「企業

福祉」 :こよって鐘われてきた。二重構造のなか

:こ置かれた中小零細企業労働者は 一人の賃金

で‡ま生計が動 立たないが,夫婦,親子など家

族が賃金その機勢所得を持ち寄ること|こよつて

低賃金をカバーし,含み資産としての家族とし

て機能してきたことが,鑢理の一連の調査から

明らかにされている。しかL一 人が一人分の

生活しか維持できない賃金が一“般化するこ 家

族意ま個人化を強め,寄り添つて生活する物質的

基盤を失っていく。

鑢轟の再誘電の難繭味は戦後の療餞 蓄魂表難と

しての高度経済成長前半期を担った社会種の生

産一生活過程な 所得構成と生活爾鋼の明確な

違いとして明らか tこ した点をこあった。現下の国

本鍮状況からすると 高度経済成長後半期から

バブル崩壊まで,およびバプル崩壊から現在ま

で :こ悔が越こったのかを,鎌覇の方法議で明ら

か :こしてみたいという想しヽ:こかられる。しか軌

この期間の鑢爾の研究tま家族のジェンダー関係

:こ シフトし,1966年代の社会層の生活過程分

析 |こ対置できる包揺的で緻密な研究は残念なが

らみられない。グ [lξ―バル経済化が進みパブル

経済が崩壊した後, 猥本の社会議階層の家族 :こ

どのような変化が生じたのか。それを鑢翻特有

の階級・難藩諭を適用することが有魏であるの

かどうかを検討することは,後継世代の仕事な

のかもしれない。

おわりに

鎌田の労働者諸階層調査は1950年代末に開

始され,室藤を中心に北海道内で毎年のように

調査は継続され,80年代末まで続いている。

さらに90年代には東京,浜松などへと拡大し

ている。戦後半世紀にわたる日本資本主義の歴

史を労働者の生活に焦点をあてて記録し続けた

希有の研究ということができるだろう。分厚い

実態調査データによって真実を語らせようとい

う社会学者の姿勢には圧倒されるものがある。

序輩に書かれているように,資本主義はどの段

階にあるのか,「困難」はどんな階級・階層関

係のもとで起きているのか,どんな社会を目指

すのかという問題意識を持ち続け,追求し続け

た研究者であることを感じる。

日本資本主義の成熟化と社会主義国の崩壊

後,マルクスの理論は古くなったと喧伝された

ことに対して,マルクス理論に立脚して研究を

進めてきた鎌田は,「少なくとも資本主義社会

の分析に関する限り,まだこれを超える「方法

論」は出てきていない」。それが確立するまで

は,また一国経済の分析が全く意味を持たなく

なる段階までは,マルクスのいう資本の運動法

則と窮乏化論,相対的過剰人口が資本蓄積に果

たす役割はそのまま生きており変更の余地はな

いという。

その一方で,資本主義の窮乏化が戦う主体を

作り,自 らの力で窮乏化からの脱却または変革

を́成し遂げるというマルクスの法則が実現しな

かったことを認める鎌田は,今現実に見ること

のできる理想社会として,民主主義を徹底して

追求し,自分たちでかたちを決めた社会民主主
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轟圏家としてのスウェーデンにめざすべき社会

モデルを見ているのである。

戦後日本のマルクス主義者が逮ったひとつの

選を垣闘見る思い豫=する。

書:平と編介

(鑢覇とし子著『「貧因」の社会学……労働

者階級の状態』御茶の本書房,2〔〕11年 8潟 ,

x+4モ〕蓼頁,定価8600蘭 十碗
'

(みやもと 'みちこ 放送大学教養学部教授)
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